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材料情報システムの構築

材料分野の知的暮盤を目指す
データペース開発

　材料科学の体系化・新材料の開発・技術

の伝承には、これまでの研究成果がデータ

ベース化されていて、必要な情報が容易に

利用できなければならない。また、新しい

発想や新技術のイノベーションにも材料デ
ータベースは不可欠です。

　電話帳は人名から電話番号と住所を調べ

るものです。これをデータベース化すると、

人名から電話番号の検索はもちろんのこと、

電言舌番号から人名や住所の検索が容易にな

ります。このような検索は、誘拐犯人の割

り出しなどではなく、世帯や事業体あるい

は建物を特定するために使用されます。実

用例としては、宅配便の届先の割り出しと

最適配達経路の指示システムがある。さら

に、カーナビゲ』タの地図上に人名と電言舌

番号とを連携すると、電話番号を入力すれ

ば訪問箇所の道案内が表示されるような手

帳も作れるであろう。このように、ある事

柄に関していくつかの関連事項（電話帳の

場合：人名・電話番号・住所）をデータベ

ース化すると、使い勝手がより容易になる

他に、新しい活用方法が生み出され、引い

ては新しい産業を生み出すことが可能であ
ります。

　材料分野では、物質・格子定数・結晶構造

などの物性データなど、あるいぱ物質を種々

の粒子で照射した際に得られる各種のスペク

トラムデータなどをデータベース化し、それ

を各種の測定機器内に組み込むと、物質の各

種の同定作業が容易になります。製造方法や

不純物に依存しない物質固有の性質の場合
は、データベース化が比較的容易であります。

しかし、それらに依存する材料の性質の場合、

データベース化するには、詳細な製造方法や

不純物量の記述が必要です。材料の製造方法

は、ノウハウそのもので、データベースに詳

第2研究グループ

藤田　充苗

細に記述することは非常に難しく、論文でも

詳細に記述されてないことが多い。これらが、

詳細に記述されデータベースに蓄積される

と、新材料設計に活用されるばかりでなく、

技術の伝承と将来の新技術の手がかりとして

役立つものとなろう。また、機器や建造物の

信頼性向上、材料製造時の地球環境への影響

度、さらには機器の効率を高め地球環境汚染

の低減を考慮する際には、構造材料特性のデ

ータは、なくてはならないものであります。

　当研究所としては、長期間に渡って試験

研究成果、材料現象解明などの基礎となる

データ、材料の信頼性を高めるデータ、新
材料の特性データが蓄積されつつあります。

現在、図に示すような基礎から応用まで各

種のファクト・データベースが構築されつ
つあります。また、VAMAS（Versai皿esPr旬㏄t

onAdvancedM脆ria1sandS在m伽出）をはじめと

して、種々の国際的な材料情報活動を行っ

ています。材料データベースは、21世紀に

おける材料分野の知的基盤となるとともに、

新産業創生の手掛かりとなることが期待さ

れています。そして、今後ますます発展す

るインターネットおいて、当研究所が材料

情報発信基地としての役割を果たすことに
なろう。
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材料情報システムの構築

宋知物質の同定を目指した
表面分析データペース

　材料の表面に、どのような成分がどの
ように分布しているかは、半導体やハー

ドディスクの計算性能や、白動車や家電

製品などの塗装膜の密着性に大きな影響

を与えます。材料の表面の組成分布を測
定するためには、’電子分光法が用いられ

ます。材料の表面に電子線やX線を照射

すると、表面に存在する元素に特有のエ

ネルギーを持った電子が放出されます。

この電子のエネルギーと数を計測するこ

とにより、表面にどのような成分がどの

ように分布しているかがわかります。エ

ネルギーに対応した電子の数を記録した
ものを電子分光スペクトルといいますが、

これを求める方法が電子分光法です。材

料表面はもちろん均一ではありません。

表面から内部に向かって次第に組成が変

わっているものもあれば、急激に変化す
るものもあり、また、非常に限られた部

分の組成だけが他と異なっているものも

あります。これらを正確に知るためには、

さまざまなケースに対応した表面のスペ

クトルを収集してデータベース化し、い

つでも参照することが出来るようにして

おくことが大変有効となります。このよ
うにしておけば、取得した表面のスペク

トルがデータベースのどのスペクトルと

一致するかを検証することにより、複雑

な解析を行わなくても表面の組成や構造
を同定することができます。

　金属材料技術研究所では、インターネ

ットで表面のスペクトルを検索すること

が出来るデータベースを整備しています
（sekimori．nrim．gojp）。表面分析に携わって

いる機関が参加している表面分析研究会
の協力の下に、こ牝までに数千種類のス

精密励起場ステーション

吉原　一紘

ペクトルを収集’してきました。現在は、

インターネット上で材料名や表面の処理

法などを入力すると、それに対応したス

ペクトルが表示され、必要ならば、白分
のコンピューターにダウンロードするこ

とが出来ます。将来は、このデータベー

スに形状認識システムを組み込み、取得

したスペクトルをインターネットで送信

すると、それと類似した形状を持つスペ
クトルを答えとして戻すことを計画して
います。

　材料の解析方法には表面分析法以外に
もさまざまな方法があります。これらの

方法で取得された材料の解析情報の多く

は、データベースという形では蓄積され

ておらず、必ずしも共通の資産として生

かされてはいません。表面分析データベ

ースの構築が、そのさきがけとなるよう
にしたいと思います。
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材料情報システムの構築

超伝導材料データペース

［SUPERCON］

　1986年に酸化物高温超伝導の発見がなさ

れて以来、新しい材料が次々と発見されて

きました。新しい材料の合成はこれまでの

データを整理することから始まり、応用研

究は材料の基本特性の吟味から始まります。

これらのことを考えるとファクトデータ
（数値データ）の必要性が分かります。研究

者が研究に利用できるデータベースを目指
してデータベースの構築を進めてきました。

これまでに2つのデータベースを構築し、ネ

ットワークサービスを行っています。

1．文献から集めたデータから成るデータベ

ース1酸化物高温超伝導材料に関して、超
伝導特性およびその関連特性を収録したも

のです。利用できる特性値は超伝導特性
（臨界温度およびその圧力依存性、アイソト

ープ効果、上部および下部臨界磁場、コヒ

ーレント長、磁場侵入深さ、エネルギーギ
ャップ、等）、ホール係数、熱電能、比熱お

よびその関連特性、熱伝導度等です。この

中でホール係数、熱電能、比熱、熱伝導度

はその温度依存性が数値として収録されて

います。「どんな材料で、どんな特性が調べ

られているか、また、その特性値はいくら

か」などを調べるのに便利です。研究者が

白分の目的に合った利用ができるようにデ

ータ項目は選択されています。ブラウザで

酸化物高温超伝導材料ファクトデータベース

データ
　　　　　　WWWサーパ

言十算材料研究部

浅田　雄司

はデータの一部しか見えませんが、データ

をダウンロードすることにより多くの項目

を利用することができます。ホール係数、

熱電能、比熱、熱伝導度の温度依存性は数

値データを自分の端末にダウンロードする

ことにより、グラフ化することができます。

　データベースの保護のために利用者登録

制をとっています。登録してない人は臨界

温度のデータのみ利用できます。それ以上

のデータを利用したい人は利用者登録をし

てください。現在登録者数は約90名です。

（なお、利用方法の詳細についてはホームペ

ージのなかの「利用方法」をお読みくださ

い）現在、システムを改良中です。3月から

はデータの出典はブラウザの中で直ちに見

ることができます。また、グラフも直ちに
見れるようになる予定です。

2．評価済みデータのデータベース1振興調

整費研究、マルチコア研究の中で産官学か

ら成る委員会を組織して、その中で代表的

な酸化物超伝導材料について、試料作製、

試料評価およびその基本特性の測定を行っ

てきました。これらのデータを測定条件と

ともに収録し、データベースとして検索で

きるようにしたものです。試料はバルク（Y

系、Bi系、Pb系等）、単結晶（La系、Y系、

Bi系、T1系等）、テープ材料（Y系、Bi系）

等です。このデータベースは現在テスト公

開中である。データの整理ができたものか

ら順次公開していく予定です。このデータ

ベースは数値データのダウンロードのとき

のみ登録が必要となります。

　データベースとしてはシステムの利便制

も大切ですが、データの量、信頼性が一番

に要求されます。データ収集には研究者の

協力とデータ更新のための費用も含めた組
織が必要と考えます。



材料情報システムの構築

インターネヅトの積極的な活用を
目指すデータフリーウェイ

第2研究グループ

藤田　充苗

　分散型材料データベースのデータフリ

ーウェイを、当研究所・原研・核サイク

ル・JSTの4機関で共同して構築していま

す。これは、各機関で得意分野の材料情
報をデータベース（DB）化し、必要なデ
ータが格納され亡いる機関を意識するこ

となく、インターネットを介して相互に

利用できるシステムです。主として、原

子力用材料の特性データを収録し、格納

数は約15000件程に達しています。また、
各機関とも独白のDBを構築し、それらも

相互に利用できるようになっています。
当研究所のサイト（http：〃inaba．nrim．gojp／）で

は、将来の材料情報システムは、3つの基

本機能すなわちDB・シミュレータ・遠隔

実験室を持ち、それらがインターネット

に接続すれば世界中のPCから利用可能な

ものになるとの考えの基に、現在以下の
ような整備を行っています。

データベース

　拡散DB1　鉄および鉄合金中の各種元
素の拡散の活性化エネルギなどのデータ
や解説を収録しています。核反応・崩壊

DB：PENDL－IIの核データを基に材料に

中性子を照射させた際に生じる核反応を

予測したり、その際生成した各種の崩壊

過程を知ることができます。超耐熱合金

DB：　Ni基耐熱合金の高温特性を収録し

たDBです。溶接用CCT図DB：　当研究所
が長年に渡って作成してきた溶接用CCT

図を収録したもので、溶接材の熱影響部

の組織やかたさの変化を知ることができ
ます。

シミュレータ

　超耐熱合金設計：　Ni基超耐熱合金中

の化学組成を入力すると、その合金の高

r≧．鋤

鳥二
　〇is1砒皿1ω
　　　　0舳㎞“㎜榊欧附i㎜榊

図　データフリーウェイの材非斗情報システム
　　　　（h廿p：〃inaba．nrim，go．jp）

温強度や酸化特性などの性質を予測する

ことができます。核変換挙動予測：　こ

れにより核変換による材料の化学組成の

変化や放射化の程度を知ることができま

す。溶接用熱伝導計算：　溶融溶接を行
った際の熱影響部の各点における加熱と

冷却時の熱履歴サイクルを知ることがで
きます。

遠隔実験

　将来、遠隔地から特殊な実験施設をネ

ットワークを用いて、あたかも身近にあ

るように利用するために必要な要素技術

の開発を行っています。その技術を使っ

て遠隔実験を、当研究所と米国のミシガ
ン州立大やドイッ連邦材料試験研究所と
の間で行ってきました。

　必要な材料情報をインターネットから
容易に利用できる材料情報システムを目
指した総合的な取り組みを行っています。
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材料肩報システムの構築

超鉄銅材料の環境負荷を調ぺる

世間では、環境問題に関心を向ける人々が多

くなり、新聞・テレビ放送等でも、地球環境

問題や廃棄物処理等の話題が多くなりまし

た。この環境問題において生産や消費など人

類の諸活動が地球環境に対してどのような影

響を与えているかを把握し改善していくこと

が重要な課題となってきました。これまでも

廃水処理、エネルギー消費の低減など様々な

取り組みが行われてきましたが、個々のプロ

セスやプロジェクト及び地域などを対象とし

た局所的なものでした。最近では生産から流

通、消費、処理までを含んだ時間的・空間的

に大局的な視点からの環境への影響が求めら

れるようになってきています。製品に対して

の、大局的な視点から見た環境負荷も重要な

課題であります。製品の一生における環境負

荷量を定量的に解析評価する方法としてLCA
（Life　Cyc1e　Assessment／Ana1ysis）という考え

が出てきました。LCAとは、製品でのライフ

サイクル（地球資源からの原料の採取から製

造・使用等を経て廃棄・リサイクルされるまで）

全てを通じての環境負荷を定量的に解析・評

価する方法です。このLCAにおいて様々な製

品の基礎である材料の環境負荷値を知る事は

重要です。しかし、それらのデータは得にく

いものです。そこで、金材技研では鉄鋼材料

の製造時の環境負荷値を定量的に導き出せる

ように数式化を行ない、データベースを構築

してインターネットを利用して一般に公開し

ています。

・環境負担性評価データベース

鉄鋼材料には、様々な用途により添加元素の

違った鉄鋼材料が使われています。この添加

元素の違いにより、環境負荷値も変るのでは

ないかという考えから、元素に着目したデー

タベースの構築を行ないました。このデータ

ベースは、原料の採掘から鉄鋼材料1トンを

製造するまでの工

程における環境負
荷値（C02，SOxN伐）

を算出する事が出

来、添加元素量の

違いによる環境負

荷値の違いも解か

ります。また、こ

のデータベースで

は、鉄鋼材料を選

択する方法として
3通り有ります。

1．添加元素直接入カ

鉄鋼材料の添加元

素量が解かってい

る時は、その元素

量を入力する事に

より環境負荷を算

出しており、新し

く開発された鉄鋼

材料でも元素量が

解かれば調べられ
ます。

2．JlS記号指定

用途別に分類した

鉄鋼材料の中から、

エコマテリアル研究チーム

原田　幸明

地幽五一〇．、竈刷伽．、．．．」』］　6

」I呂饒‘軸叫⑰，o＾む蜴出■

搬鷲鍵鰯瀞蝉
」⊥咄＾□岳I＿＿四＿」■竈ぺ鵬．

地醐
図1　出力例

図2　ホームページ

環境負荷値を調べたい材料のJIS記号を指定

します。製品に使われている鉄鋼材料に対し

て環境負荷を調べる事が出来ます。（図1）

3．機械的特性からの材料選択

　データベース化された機械的特性から、製

品の設計時に製品に合った材料特性の材料を

選択出来ます。

なお、このデータベースが公開されているホ

ームページは、

http：〃www．nrim．9oJP：8080／ecomat／（図2）から

リンクされています。



材料情報システムの構築

高温材料の長時閻信頼性
情報を提供するクリープデータシート
一世界最大規模で最長時間のクリープ試験デ　ター

評価ステーション

阿部冨士雄

　高温プラントを設計する際の許容応力

の基となる10万時問クリープ破断強度デ

ータの取得を目的として、主要な実用耐

熱鋼及び耐熱合金の長時間クリープ試験
を大規模かつ計画的に行い、「クリープデ
ータシート」を年2回定期的に出版し国内

外の研究機関や民間企業などに送付して

います。クリープデータシートには、ク

リープ破断強度データの他に、材料製造

履歴、高温引張試験データ、組織写真、

統計解析結果なども含まれています。こ

れらは、長期使用プラント材料の経年劣
化や余寿命の評価、長時間クリープ強度

の研究などにも基準的なデータとして世
界中で利用されています。

　一方、実用耐熱鋼や耐熱合金は高温で

複雑な金属組織変化を示し、それに伴い

強度特性も変化するので、短時間試験デ
ータから長時間クリープ強度を精度良く

予測するのを困難にしていま
す。最近は、組織変化の観察　（従来）

やクリープ変形挙動の解析を
　　　　　　　　　　　　　　　クリーブデ　タシート

　さらに、「クリープデータシート」、「金

属組織写真集」、「クリープ変形データシ

ート」の3つをうまくリンクさせ、寿命予

測などに使い勝手の良いデータベースを

作りたいと思っています。例えば、ある

材料の組織やクリープひずみが時問とと

もに変化していくデータとクリープ破断

データを組み合わせて低応力長時間側の
クリープ破断寿命を正確に予測するとか、

逆に、長期間使用したプラントの組織と

本データベースの組織を比較して、温度
応力などのプラント使用条件を推定した

り、材料劣化状況や余寿命を評価するの

に使えるようにしたいと思っています。

本データベースができれば、長時間クリ
ープ変形破壊挙動の研究も効率的に進み、

それがさらに寿命予測の高度化に波及し
ていくと期待しています。

製本
基にしたより本質的な観点か

ら長時間クリープ強度特性に

関する研究が進められるよう

になりました。このような二

一ズを踏まえ、私たちは従来

のクリープデータシートと平

行して、高温での組織変化を

系統的に収録した「金属組織

写真集」（仮称）とクリープ

ひずみデータを掲載した「ク

リ』プ変形データシート」
（仮称）を今後提供していく

ために現在準備を進めていま
す。

（将来）

クリーブデ　タシート

・クリープ破断強度データ

金属組織写真集　一
　　　　　　　　　　　丁
・高温での組織変化データ

クリーブ変形デ　タシート

・クリープひずみデータ

タベース化

図　クリープデータシートの将来のデータベース化イメージ
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材料情報システムの構築

疲労データシート

一150年の疲労研究の終焉を夢見て一

　金属材料は小さい荷重を数百万回ある

いは数千万回繰り返して加えますと疲労

破壊します。1850年代にヴェーラーが鉄
道車軸の疲労を調べて以来、疲労研究は
すでに150年が経過しています。その間に、

ジェット旅客機コメット号（1954年）と

大形回転機械（1954～56年）の相次ぐ大
事故があり、疲労き裂進展と高温低サイ

クル疲労の重要性が認識されました。日

本におきましては、日航ジャンボ機の墜
落（1985年）、もんじゅ温度計鞘管のナト

リウム漏洩（1995年）が起こり、未だに

金属疲労は克服されていません、別な言
い方をしますと、現在でも破壊事故の80％

以上は疲労に関係します。

　このような状況下におきまして、金属

材料技術研究所では材料強度データシー

トの一環として、国産金属材料の疲労デ

ータシートを計画し、1978年に初版「機
械構造用炭素鋼S25Cの疲労データシート」

を刊行しました。その後、日本工業規格

JISで定められています主要な機械構造用

鋼、溶接構造用鋼とアルミ合金、高温材

料につきまして、高・低サイクル疲労デ

ータや疲労き裂進展データを生産し、合

計で83冊を発行しています。疲労データ

シートは国内外に提供され、機械や構造
物の信頼性向上に役立つとともに、日本

情報技術センターと共同でファクトデー

タベース化を行い、オンラインサービス

されています。さらに、日本材料学会で
編集された「金属材料疲労強度データ集」

にも活用され、中核的データとしての役
割を果たしています。

　さらに、疲労データシー’トと関連研究

をまとめた疲労データシート資料が16冊

評価ステーション

松岡　三郎

発行されています。これは知識べ一スに

相当するものです。金属材料技術研究所
では事故解析や技術相談が日常的に実施

されていますが、例えば、事故を起こし

た部品の金属組織と硬さを調べ、材質、

降伏応力、疲労強度等が推定できる知識

が疲労データシート資料には詰まってい

ます。さらに、この資料からは新しい疲

労情報が発信され、研究や規格に大きな

影響を与えています。国際溶接学会
Intemational　Institute　of　We1ding（IIW）で規

格化された溶接継手の新しい疲労試験法「

Patigue　Testing　ofWe1ded　Components－I．S．O．

Standard」は端的な例で、金属材料技術研

究所の研究成果がそのまま生かされてい

ます。また、また、日本溶接協会規格
WES28051997　溶接継手の脆性破壊発生

及び疲労き裂進展に対する欠陥の評価法

の疲労き裂進展解析に用いる疲労き裂進

展速度式の定数の決定に金材技研の疲労

データシートが大きな役割りを果たして
います。

　疲労データと知識は十分に集積されて

おり、コンピュータ技術により疲労情報
を広く共有す’ることが目前に来ています。

インターネット上で我々が得たあるいは

得つつある成果が白在に飛び交い、疲労

に強い金属材料が開発され、機械や構造

物の信頼性が格段に向上する状況が目に

浮かびます。あとは150年の疲労研究の歴
史が終焉していくことを期待したい。



材料情報システムの構築

金材擾研におはる腐食データペース
舵感
特別研究官

小玉　俊明

　金属の耐食性は材料そのものの特性値

ではなく、環境との科学反応による劣化
損傷傾向を示すものであるから、当然そ

の値は温度や環境に存在する科学種に大

きく依存する。腐食データは材料と環境

因子からなる多変数の関数であるため、

そのデータベースを整備においては、次

のような課題が生じる。腐食データのデ

ータ構造は複雑でかつデータ項目や総量

も膨大であるため、システムの構築は困

難であり、データ収拾や整備に多大な労
力が必要である。

　腐食データの生産は官民を問わず多く

の機関で実施されてきたが、公開された

腐食データベースは以外に少ないのが現

状である。材料強度分野と異なり、金材

技研ではこれまで系統的な腐食データの

生産業務に積極的には実施してこなかっ

たが、フロンティア構造材料研究・耐食
鋼研究の進捗にあわせて、低合金鋼の大

気腐食に関して系統的なデータ生産を進

めることとし、これを中心に据えて独白

のデータベースの構築を進めることとし

た。これに当たって次の基本方針を考え

ている。まず腐食環境についてはその網

羅性を求めず、扱う領域の絞り込みを行
う。データの収集においては他機関の施

設を利用するとともに、外部機関の既発
表のデータにも評価の後データベースに
収録していくものとする。

1．低合金鋼の大気腐食データ

　構造用鋼の最も基本的な腐食特性とし

て低合金鋼の大気腐食データの収集整理
を進めることとした。特に低合金汎用鋼

の海浜耐候性に及ぼす添加元素の効果を

解明することを目標として、各種低合金

鋼の大気暴露試験を10年問目途として実

施する。暴露試験は当面つくば、銚子お

よび沖縄県宮古島で実施し、得られたデ
ータをデータベースとして編集していく。

これに加えて、建設省土木研究所あるい

は（財）日本ウェザリングテストセンタ

ー等の外部機関に働きかけデータの拡充

をはかるとともに、国内外の文献データ
については順次これを採録していく。

2．腐食科学熱カ学データ

　水環境、大気環境、高温ガス環境、燃
焼灰等腐食環境は多様である。与えられ

た環境での材料挙動を予測し、かつ耐食

材料の開発指針を得るための道具として

の科学熱力学データとこれを用いた科学

ポテンシャル図の集成を試みる。科学ポ

テンシャル図にはエリンガム図やプール
ベー図などが含まれ、液体や気体中にお

ける科学成分のポテンシャルや活量を変
数として相安定を表すものである。こ’れ

らの図は合金の状態図にも似て、環境で

の材料の反応性や腐食挙動の記述に適し

ているので、これらの図の系統的作成と
集成を行う。

3．腐食電気化学データ

　典型的な水環境における電気化学分極
曲線や電気化学インピーダンス等の速度

論データを系統的に生産し、これを順次
データベース化していく。

　以上が当面の腐食データベースにおけ
る当面の課題である。集成されたデータ

ベースは逐次インターネット上に公開し
ていく予定である。
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●登録（国内）

発明の名称1超電導磁気シールド容器及びその製造方法

登録日：平成10年8月21日

登録番号：特許第2816792号
発明者氏名：吉田勇二、井上廉、前田弘、他6名（三井金属鉱業㈱及び㈱日本計器製作所との共有特許権）

概　　　要1本発明は、プラズマ溶射法で、溶射後の結晶化熱処理により高T　c相が体積膨張しない組成の溶射用超

　　　　　　　電導粉末を用いて、C　rを含まない耐熱合金円筒の内側に超電導皮膜を形成することにより、基材と超

　　　　　　　電導皮膜との密着性が極めて良好で、大型の磁気シールド容器の製造を可能とした超電導磁気シールド

　　　　　　　容器及びその製造方法を提供することを目的とする。本発明によれぱ生体磁気等に利用できる大型の超

　　　　　　　電導磁気シールド容器を安価にかつ容器を製造することができる。

発明の名称1

登　録　日1

登録番号1
発明者氏名1

概　　　要：

高延性T　i　A1基金属間化合物の多結晶体

平成10年9月25日

特許第2829372号
竹山雅夫、平野敏幸

本発明は、引張強度とともに延性に優れ、航空宇宙材料、その他の軽量高比強度構造材料等として有用な、

製造容易な高延性T　i　A1基金属間化合物多結晶体に関するものである。

発明の名称：

登　録　日1

登録番号1
発明者氏名1

概　　　要1

S　P　M画像補正方法

平成10年9月25日

特許第2829374号
升田博之

本発明は、材料の原子レベル評価に有用なS　P　M装置と呼ばれる走査トンネル顕微鏡、原子間力顕微鏡

などの探針を走査して得られる画像の探針形状による影響を補正する補正方法に関するものであ乱本

発明により、走査トンネル顕微鏡や原子間力顕微鏡などにより探針を走査して得られた画像から、探針

の形状によって形成される虚像を取り除き、再構築することで、画像の精度を向上させることが可能で

ある。

発明の名称1

登　録　日1

登録番号1
発明者氏名1

概　　　要1

酸化物超電導体厚膜の製造方法

平成10年10月30日

特許第2843863号
熊倉浩明、戸叶一正、前田弘、他2名（旭硝子㈱との共有特許権）

本発明は、酸化物超電導体粉末を含むスラリーを、板状に成形した後、脱灰熱処理および焼結熱処理を

行うことにより酸化物超電導体を得る方法において、脱灰熱処理または焼結熱処理後に加圧処理および

それに続く熱処理を行うことを特徴とする製造方法を提供するものである。

10
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発明の名称1

登　録　日1

登録番号1
発明者氏名：

概　　　要1

N　i　T　i系高比強度耐熱合金

平成10年11月6日

特許第2847177号
小泉裕、中沢静夫、呂芳一、原田広史

本発明は、ジェットエンジンのブレード材、ディスク材のほか超音速機やロケットの機体材など、室温

から高温での比強度を要求される構造部材等として有用な、高比強度、耐熱性の新しいN　i　T　i系金属

間化合物合金に関するものである。本発明により、これまでに形状記憶合金として知られているN　i　T

i系合金について、A　lの添加で、優れた高比強度耐熱合金が提供される。

発明の名称：

登　録　日1

登録番号1
発明者氏名1

概　　　要1

マンガン基制振合金およびその製造法

平成10年11月13日

特許第2849698号
川原浩司

本発明は、加工性に優れ、製品の形状、大きさの自由度が高く、しかも鋳造状態として優れた性能を現

出させることのできる、騒音、振動対策に有用な、新しいマンガン基制振合金とその製造法に関するも

のであり、板・棒・線材・箔・繊維などとして、騒音や振動対策の産業分野に寄与し得る。

発明の名称1

登　録　日：

登録番号1
発明者氏名1

概　　　要1

粒子強化型チタン基複合材料とその製造方法

平成10年11月20日

特許第2852414号
萩原益夫、江村聡、河部義邦

本発明は、航空機や自動車等の輸送機器の各種軽量構造部材、耐熱部材、耐摩耗部材として有用な粒子

強化型チタン基複合材料とその製造方法に関するものである。本発明により得られる粒子強化型チタン

基複合材料は、従来の方法により得られる材料に比べて、基質の金属組織は極めて微細であり、これに

より著しく高いサイクル疲労強度が付与されるもので航空機、自動車などの産業分野において有用な材

料である。

発明の名称1

登　録　日1

登録番号：

発明者氏名1

概　　　要1

複数周波数磁化による表面傷の非破壊計測方法

平成10年11月27日

特許第2855186号
植竹一蔵、西島敏

本発明は、鋼、鉄等の強磁性材料の表面の傷を迅速、かつ高精度に測定することのできる複数周波数磁

化による表面傷の非破壊計測方法に関するものである。本発明においては、複数の周波数による交流磁

界を用いて金属材料を磁化させ、それを複数の磁化周波数に同期する信号成分にそれぞれ分離して、各

信号の出力比を取って傷を評価するもので、計測装置の増幅率が変動しても、常に一定の信号出力比が

得られ、膏十測の途中で増幅率変動の確認を行う必要が一切なく、迅速で高精度な探傷が可能となる。

l1
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．’’　　　　　　　　　金属材料擾術研究所科学摂術週閻行事　　　　　　　　　　　：

　　　毎年4月18日（発明の日）を含む一週間は、科学技術週間とされており、週間中に当研究所の一般公開を実　：

　施しております。　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　当研究所は「基礎科学に立脚した材料研究の推進」と「新しい分野の研究をリードするセンター・オブ・エク　：

　セレンス（COE）としての役割を担う国際的な開かれた研究への展開」を二つの柱に掲げ、超伝導材料、イン　：

　テリジェント材料金属間化合物などをはじめ、平成9年よりスタートした「新世紀構造材料（超鉄鋼材料）研究　：

　プロジェクト」など新しい研究領域を強力に推進しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　今回は本状に記載しましたとおり、多数の研究施設をご高覧いただけますよう準備いたしました。　　　　　　　・

　また、例年実施してまいりました「青少年向け特別企画」も、さらに趣向を凝らし、青少年のみなさんに科学に　：

　対してより興味を示していただきますよう準備しております。この機会に多くの方々にご来場いただきますよう　…

　御案内申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　なお、団体でお越しの際は、できるだけ企画室普及係まで事前にご連絡下さいますようお願いいたします。　　：

　また、毎年公開しておりました東京施設（材料試験事務所）は工事の関係により今回は公開しておりませんので　・

　ご了承下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金属材料技術研究所　科学技術週間行事実行委員会　：

つくぱ千現施設「21世紀を支える超鉄鋼材料の研究」　　青少年向け特別企画

つくば桜施設「強磁場中における材料実験」　　　　　　テーマ「金属の強さを調べてみよう」

　公開時間110100～16100　　　　　　　　　　　金属材料に親しみ、より理解を深めるための様々な体

　対　　象1小学生・中学生・高校生・大学生・一般　　験型の実験を行います。

　駐車場1千現・桜地区、各20台　　　　　　　　　　公開時間110100～16100
　　＊学園都市無料循環バス運行　　　　　　　　　　　　　場　　所：つくば千現施設材料強度実験棟

　　＊食堂あり（利用時間11：30～13130）　　　　　　　対　　象：小学生・中学生・高校生・大学生・一般

交遍の己案内■

　「つくば千現施設」鉄道ご利用の場合　J　R常磐線、荒川沖駅下車関東鉄道バス「筑波大学中央行」乗車、

　千現一丁目下車

お問い合わせ／科学技術庁金属材料技術研究所企画寧普及係　電話0298－59－2045

　　　　　　　〒305－0047茨城県つくば市千現1－2－1

表紙説明

　実験データを収集・整理し、データベースに格納し、そ

のデータベースから提供される材粋1青報のイメージ。

■編集後記

コンピューター社会となり、今までは自分の頭の中に蓄

積していたものをデータとして保存しておくことが出来

ます。今回はデータを元にデータベース化している研究
を紹介します。
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